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プレスリリース＆IR リリース 

 

シェフラー、「2025年度サステナビリティ・ステートメント」

を発表 

 

• 昨年に続き、サステナビリティを年次報告書の一部として発行 

• 気候保護、資源効率、人権、従業員育成、ガバナンスに重点を置く 5つ

の活動領域を明確化 

• サステナビリティ指標を報酬制度に組み込み、2025年度サステナビリ

ティ目標を達成 

• シェフラーにとってサステナビリティが引き続き重要な戦略要素 

2026年 3月 3日|Herzogenaurach, Germany / Yokohama 

シェフラーグループは本日、EUの企業サステナビリティ報告指令（CSRD）に準拠

し、年次報告書の一部として「サステナビリティ・ステートメント」を発行しました。

同形式での開示は、昨年に続き 2回目となります。サステナビリティ・ステートメ

ントでは、当社のサステナビリティ・パフォーマンスに加え、ヴィテスコ買収後の新

たな状況を踏まえて更新した ESG戦略についても説明しています。また、2025

年度は、今後のシェフラーの脱炭素化目標の進捗を測る基準年として位置付け

られることになります。 

Schaeffler AG CEOである Klaus Rosenfeld は次のように述べています。「ヴィテス

コとの統合が無事に完了したことを受け、当社は新たな社内体制に合わせて

ESG戦略の強化と気候目標の見直しを、継続的かつ積極的に進めてきました。

当社の目標については、これまでと同様に SBTi（科学に基づく目標設定イニシア

チブ）による検証を受けたいと考えています。こうした検証を通じて、サステナビリ

ティがシェフラーにとって引き続き重要な戦略的要素であることを明確に示してま

いります。」 

シェフラーで戦略的サステナビリティ部門を統括する Anja Riveraは次のように述

べています。「SBTiによる検証を改めて受けることで、当社の気候目標が科学的

基準に一貫して整合していることを示すとともに、当社自身だけでなく、お客さま

や社会にとっても持続可能で競争力のある未来の実現に向けて、変革を主体的

に推進する姿勢を示します。」 
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シェフラーにとって 2025年度は、電動モビリティ向けソリューションの世界有数

のサプライヤーであるヴィテスコの統合と、それに伴う ESG戦略の体系的な見直

しが大きなテーマとなりました。 

新たな枠組みでは、20項目の戦略的 KPIで構成される 5つの重点活動領域を

次のとおり設定しています： 

- ネットゼロに向けたクライメートアクションの推進 

- サーキュラーエコノミーへの移行 

- 人権と労働環境の保護 

- 持続可能な未来に向けた人材のエンパワーメント 

- 意思決定における誠実性の確保 

 

活動領域「ネットゼロに向けたクライメートアクションの推進」の中心テーマは、当

社の事業活動およびバリューチェーン全体における温室効果ガス排出量の計画

的な削減です。特に、化石エネルギーの削減と再生可能エネルギーの拡大が重

要な役割を果たします。例として、2030年までにサプライチェーンで調達する電

力の 70％を再生可能エネルギー由来とし、累積で年間 150GWhのエネルギー

削減を達成、そして再生可能エネルギーによる 140MWpの自家発電設備容量

を導入すること等を目標としています。 

活動領域「サーキュラーエコノミーへの移行」では、省資源型の生産方法に重点

的に取り組み、サーキュラーエコノミーの原則を取り入れたプロセスおよび製品

づくりを推進します。2030年までに、リサイクル不可能な廃棄物の割合を 6％以

下に抑え、累計で 75万 m³の水道水使用量削減を達成し、二次原料の使用率を

35％に引き上げることを目標としています。 

「人権と労働環境の保護」の領域では、人権の尊重と安全な労働環境の確保に

向けた包括的なプログラムを実施し、公正性と労働安全衛生に対するシェフラー

の強いコミットメントを示します。2030年までに、従業員の 95％以上が人権に関

する必修トレーニングを修了し、災害発生率（休業災害度数率）を 1.0未満に抑

えることを目標としています。 

重点活動項目 4つ目となる「持続可能な未来に向けた人材のエンパワーメント」

では、従業員の能力開発やさらなるスキル向上に加え、ダイバーシティとインク

ルージョンの推進にも焦点を当てています。2030年までに、シェフラーの上級管

理職の 25％以上を女性とし、学習・研修プログラムへの参加率を 85％に引き上

げることを目標としています。 

シェフラーのガバナンスを支える重要な柱となるのが、信頼性と透明性を備えた

ESG志向の意思決定体制です。これを踏まえ、活動領域「意思決定における誠

実性の確保」では、コンプライアンスの徹底、内部通報への対応と是正措置、な

らびに ESG評価の向上に重点を置いています。2030年までに、従業員の 95％

が関連テーマに関するトレーニングを受講し、事実確認された内部通報事案の

90％以上に迅速に対応することを目標にしています。 
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選定された指標は、取締役会メンバー、管理職、および対象従業員の年次業績

連動型報酬制度にも組み込まれています。2025年度には、リサイクル不可能な

廃棄物の割合を 8.3％まで低減するなど廃棄物効率が改善し、主要な人材育成

施策も完了したことで、新たに設定された賞与連動の短期目標の多くが達成さ

れました。2026年度には、新たな賞与連動評価指標が KPI として導入される予

定です。こうした取り組みが、従業員の意識向上と継続的なエンゲージメントの

促進につながることが期待されています。 

シェフラーのサステナビリティ戦略が着実に実行され、さらなる強化が図られてい

ることは、各種外部団体による最新の評価結果にも表れています。2025年度

も、国際的な非営利環境団体 CDPによる評価は「A/A-」（リーダーシップレベ

ル）、国際的なサステナビリティ評価プラットフォームである EcoVadisによるサス

テナビリティ調査で「ゴールド」、そして米国の投資評価機関MSCI（モルガン・スタ

ンレー・キャピタル・インターナショナル）の ESG格付けで「BBB」を獲得するなど、

高い評価を得ています。  

年次報告書は下記のリンクからご覧いただけます（サステナビリティ・ステートメ

ントは同報告書の 40ページ以降をご覧ください）： 英語サイト 

業績情報 | シェフラーグループ 

 

 

注）本プレスリリースは現地時間 2026年 3月 3日付でドイツ・ヘルツォーゲンアウラ

ッハにおいて英語で発行されたものの日本語訳です。原文の英文と日本語訳の間で

解釈に相違が生じた場合には英文が優先します。 

  

https://eur03.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.schaeffler.com%2Fen%2Finvestor-relations%2Fevents-publications%2Fearnings-releases%2F&data=05%7C02%7CSamantha.Ebert%40schaeffler.com%7Ce6edaebd3ff544812af708de78eb6504%7C6741660465094014985945e709f53d3f%7C1%7C0%7C639081149555246323%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=VJ5fI5fZAywSm7TWhabqdkwRsqUSvq1ERt0%2FwqRKTao%3D&reserved=0
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将来の見通しに関する記述および予測 

本プレスリリースには、将来の見通しに関する記述が含まれています。将来の見通しに関する声明

は、その性質上、多くのリスク、不確実性、および仮定を伴い、実際の結果や出来事がこれらの記

述で表現または示唆されたものと大きく異なる可能性があります。これらのリスク、不確実性、およ

び仮定は、ここで説明されている計画や出来事の結果および財務的な影響に悪影響を及ぼす可

能性があります。新しい情報、将来の出来事、その他の理由により、将来の見通しに関する記述を

公に更新または修正する義務を負うものではありません。本プレスリリースの日付時点でのみ有

効な将来の見通しに関する記述に過度の信頼を置かないでください。本プレスリリースに含まれる

過去の傾向や出来事に関する記述は、そのような傾向や出来事が将来も継続することを示すもの

ではありません。上記の注意事項は、シェフラーまたはその代理人が発行する後続の書面または

口頭による将来の見通しに関する記述と関連して考慮されるべきものです。 

 

************************************************************ 
シェフラーグループ  – We pioneer motion  

シェフラーグループは、80年以上にわたりモーションテクノロジーの分野で画期的な発明と開発を

推進してきました。電動モビリティやCO₂削減効率の高い駆動システム、シャシーソリューション、そ

して再生可能エネルギーのための革新的なテクノロジー、製品、サービスにより、シェフラーグルー

プは、モーションの効率性、インテリジェンス、持続可能性を高めるための、ライフサイクル全体に

わたる信頼できるパートナーです。シェフラーは、モビリティエコシステムにおける包括的な製品と

サービスの範囲を、ベアリングソリューションやあらゆる種類のリニアガイダンスシステムから修理

および監視サービスに至るまで、8つの製品ファミリーに分けて示しています。シェフラーは、約11

万人の従業員と55か国に約250以上の拠点を持つ、世界最大級の同族会社でありドイツで最も革

新的な企業の一つです。 

 


